
23 生活時間における夫婦の不平等性とそれがＴＦＲに与える影響

生
活
時
間
に
お
け
る
夫
婦
の
不
平
等
性
と
そ
れ
が
Ｔ
Ｆ
Ｒ
に
与
え
る
影
響

佐

藤

晴

彦

は
じ
め
に

Ⅰ

生
活
全
般
な
ら
び
に
く
つ
ろ
ぎ
等
に
お
け
る
夫
婦
の

平
等
・
不
平
等

Ⅰ
―
１

生
活
時
間
に
関
す
る
夫
婦
平
等
・
不
平
等

Ⅰ
―
２

く
つ
ろ
ぎ
と
睡
眠
時
間
に
与
え
る
有
償
労
働
時

間
の
背
景
―
有
償
労
働
時
間
と
休
暇
―

１

法
定
労
働
時
間
（
四
〇
時
間
）
超
過
の
（
正
規
雇

用
者
）
週
実
労
働
時
間

２

子
育
て
世
代
の
長
す
ぎ
る
労
働
時
間

３

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
率
と
取
得
者
数

Ⅱ

夫
婦
の
生
活
時
間
と
Ｔ
Ｆ
Ｒ
の
関
係

Ａ

夫
婦
の
睡
眠
時
間
、
生
理
的
時
間
と
Ｔ
Ｆ
Ｒ
の
関
係

１

都
道
府
県
別
生
活
時
間
と
Ｔ
Ｆ
Ｒ

２

夫
婦
の
平
均
睡
眠
時
間
と
Ｔ
Ｆ
Ｒ
の
関
係

３

夫
婦
の
休
養
・
く
つ
ろ
ぎ
の
差
と
Ｔ
Ｆ
Ｒ
の
関
係

Ｂ

Ｔ
Ｆ
Ｒ
上
昇
の
た
め
の
、
労
働
と
く
つ
ろ
ぎ
・
休
養

の
時
間
的
条
件

Ⅱ
の
ま
と
め

結
論
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は
じ
め
に

生
活
時
間
に
関
し
て
夫
婦
の
平
等
性
を
考
察
す
る
と
、
必
ず
し
も
不
平
等
に
時
間
を
使
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
、
夫
婦
間

の
平
等
、
ま
た
は
不
平
等
が
Ｔ
Ｆ
Ｒ
（Total

Fertility
R
ate;

合
計
特
殊
出
生
率
）
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
を
中
心
的
目
標

と
し
て
研
究
す
る
。

先
行
研
究
で
は
、
家
事
・
育
児
で
妻
が
夫
よ
り
も
か
な
り
の
時
間
を
か
け
て
い
る
こ
と
、
妻
が
フ
ル
タ
イ
ム
や
契
約
社
員
で
働
い
て
い

る
場
合
、
そ
の
収
入
の
た
め
の
時
間
は
夫
と
何
ら
差
が
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
収
入
労
働
時
間
と
家
事
・
育

児
の
た
め
の
時
間
を
夫
婦
別
々
に
合
計
す
る
と
余
り
に
も
妻
が
不
利
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
視
点
を
も
う
少
し
日
常
生
活
全
般
に
目
を
向
け
、
夫
婦
の
分
担
を
い
く
つ
か
に
分
け
て
考
察
す
る
と
、
す
べ
て
が
必
ず
し
も

不
平
等
に
な
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

本
研
究
は
、
夫
婦
間
の
平
等
・
不
平
等
の
状
況
を
分
類
し
て
調
べ
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
、
そ
れ
が
Ｔ
Ｆ
Ｒ
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与

え
る
の
か
を
目
標
と
し
て
進
め
る
。
そ
の
た
め
、
平
等
・
不
平
等
の
分
析
結
果
（
佐
藤
、
二
〇
一
七
）
を
ま
ず
述
べ
て
進
め
る
。

佐
藤
（
二
〇
一
七
）
で
は
、
ま
ず
平
等
な
時
間
部
分
と
不
平
等
な
時
間
部
分
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
た
。
そ
れ
を
二
つ
の
観
点
、
す
な
わ

ち
生
活
全
般
か
ら
と
、
く
つ
ろ
ぎ
と
睡
眠
時
間
に
与
え
る
労
働
時
間
の
観
点
か
ら
み
て
お
く
。
こ
の
結
果
を
も
と
に
、
こ
の
二
つ
の
部
分

が
Ｔ
Ｆ
Ｒ
に
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
る
の
か
を
考
察
し
た
い
（
Ⅱ
）。
研
究
の
中
心
は
、
「
Ｔ
Ｆ
Ｒ
上
昇
の
た
め
に
は
、
夫
婦
と
も
に
一
定

以
上
共
通
に
長
い
睡
眠
時
間
が
な
け
れ
ば
Ｔ
Ｆ
Ｒ
は
上
が
ら
な
い
こ
と
」
を
仮
説
と
し
て
（
Ⅱ
で
）
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。
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Ⅰ

生
活
全
般
な
ら
び
に
く
つ
ろ
ぎ
等
に
お
け
る
夫
婦
の
平
等
・
不
平
等

Ⅰ
―
１

生
活
時
間
に
関
す
る
夫
婦
平
等
・
不
平
等

Ⅰ
―
１
で
は
、
夫
婦
の
平
等
・
不
平
等
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
の
か
を
ま
と
め
た
。

そ
れ
は
、
１

平
均
生
活
、
２

労
働
時
間
と
休
養
・
く
つ
ろ
ぎ
等
に
つ
い
て
、
夫
婦
平
等
・
不
平
等
を
取
り
巻
く
四
つ
の
生
活
時
間
、

す
な
わ
ち
「
収
入
労
働
時（

１
）間」「

家
事
労
働
時（

２
）間」「

生
理
的
時（

３
）間」「

社
会
的
文
化
的
活
動
時（

４
）間」

の
視
点
か
ら
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。

１

平
均
生
活

ま
ず
、
平
均
生
活
時
間
に
つ
い
て
、
生
活
時
間
に
つ
い
て
家
族
の
あ
り
方
を
夫
婦
の
平
等
の
観
点
か
ら
考
察
し
た
結
果
、
夫
婦
の
生
活

時
間
は
「
差
が
あ
る
」「
差
が
あ
り
過
ぎ
る
」「
同
程
度
で
あ
る
」
水
準
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
見
て
み
る
と
、
「
男
性
の
方
が

女
性
よ
り
多
い
」
に
分
類
さ
れ
る
の
は
「
収
入
労
働
時
間
」、
逆
に
「
女
性
の
方
が
男
性
よ
り
多
い
」
に
は
、
「
育
児
・
家
事
時
間
」
が
、

同
程
度
の
区
分
に
は
、
「
休
養
・
く
つ
ろ
ぎ
」「
睡
眠
時
間
」「
学
業
な
（
収
入
労
働
時
間
）
ど
の
社
会
文
化
的
活
動
」「
テ
レ
ビ
・
新
聞
・

趣
味
・
娯
楽
」
が
挙
げ
ら
れ
た
。

平
均
生
活
上
の
「
収
入
労
働
時
間
」「
家
事
労
働
時
間
」「
生
理
的
時
間
」「
社
会
的
文
化
的
活
動
時
間
」
に
お
け
る
夫
／
妻
の
割
合
は
、

平
日
に
お
い
て
、
①
高
さ
が
二
前
後
、
②
〇
・
六
〜
一
前
後
、
③
〇
〜
〇
・
一
前
後
の
三
つ
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き（

５
）た。

（
表
１
）。

一
九
九
六
年
と
二
〇
一
一
年
の
違
い
を
①
〜
③
に
つ
い
て
見
る
と
、
不
平
等
部
分
に
微
々
た
る
数
値
で
改
善
が
見
ら
れ
た
。
具
体
的
に

③
の
「
育
児
や
家
事
」
区
分
で
〇
か
ら
〇
・
一
前
後
を
示
し
わ
ず
か
な
改
善
が
見
ら
れ
た
。
②
の
「
休
養
・
く
つ
ろ
ぎ
」
で
は
、
〇
・
五
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八
か
ら
〇
・
九
八
の
改
善
が
あ
り
、
夫
婦
が
よ
り
平
等
に
く
つ
ろ
げ
る
時
間
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
家
事
・
育
児
等
平
日
に
で
き
な
い
分
、
夫
は
日
曜
日
に
幾
分
か
貢
献
し
て
い
る
こ
と
も
分
か

っ
た
。

２

労
働
時
間
と
休
養
・
く
つ
ろ
ぎ
時
間

労
働
時
間
と
休
養
・
く
つ
ろ
ぎ
等
（
生
理
的
生（

６
）活時

間
・
社
会
的
文
化
的
生（

７
）活時

間
）
の
デ
ー
タ
か

ら
（
上
記
の
四
つ
の
生
活
時
間
を
と
お
し
）、
夫
婦
の
平
等
性
を
見
る
と
、
平
日
で
は
（
週
間
）
労
働

時
間
が
長
く
な
る
に
つ
れ
て
、
男
女
と
も
に
く
つ
ろ
ぎ
の
時
間
は
短
く
な
る
。
日
曜
日
で
は
、
週
間
就

業
時
間
の
長
短
に
関
わ
ら
ず
男
女
と
も
に
一
定
の
生
理
的
生
活
時
間
を
確
保
し
て
い
る
。
平
日
か
ら
日

曜
日
へ
の
違
い
を
挙
げ
る
と
、
男
性
は
、
社
会
的
文
化
的
活
動
生
活
時
間
を
、
女
性
は
家
事
労
働
時
間

を
増
大
さ
せ
て
い（

８
）る（

男
女
共
同
参
画
統
計
研
究
会
、
二
〇
一
五
）。

Ⅰ
―
２

く
つ
ろ
ぎ
と
睡
眠
時
間
に
与
え
る
有
償
労
働
時
間
の
背
景
―
有
償
労
働
時
間
と
休
暇
―

表
１
よ
り
、
差
が
あ
る
の
は
、
収
入
労
働
時
間
と
育
児
・
家
事
時
間
で
あ
る
。
前
者
の
収
入
労
働
時

間
は
、
く
つ
ろ
ぎ
や
睡
眠
時
間
に
影
響
を
与
え
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
の
か
を
、
夫
婦
別

に
そ
の
差
を
見
て
み
る
。

１
、
労
働
時
間
超
過
の
実
態
、
２
、
子
育
て
世
代
の
長
す
ぎ
る
労
働
時
間
、
３
、
年
次
有
給
休
暇
の

取
得
状
況
か
ら
見
て
い
く
。

男性／女性の概数
２

１前後

０．１未満

収入労働時間
休養・くつろぎ、睡眠時間、学業、テレ
ビ・新聞など
育児・家事時間

①

②

③

表１ 平均的生活時間に関する男女投入時間割合の３分類化

出所）男女共同参画統計研究会（２０１５）、佐藤（２０１７）より作成。



27 生活時間における夫婦の不平等性とそれがＴＦＲに与える影響

図１ 性別・正規の職員・従業員の週労働時間

出所）総務省統計局「労働力調査年報」をもとに作成。

図２ 性別・パートの週労働時間

出所）総務省統計局「労働力調査年報」をもとに作成。
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１

法
定
労
働
時
間
（
四
〇
時
間
）
超
過
の
（
正
規
雇
用
者
）
週
実
労
働
時
間

『
労
働
力
調
査
』
の
週
実
労
働
時
間
に
よ
り
考
察
す
る
。
表
２
を
見
る
と
、
労

働
時
間
は
微
減
し
て
い
る
も
の
の
依
然
と
し
て
週
四
〇
時
間
を
超
え
て
い
る
。
女

性
は
四
二
・
一
〜
四
一
・
五
時
間
／
週
、
男
性
四
八
・
三
〜
四
六
・
七
時
間
／
週

で
あ
る
（
図
１
）。
正
規
の
職
員
・
従
業
員
、
パ
ー
ト
、
派
遣
社
員
、
契
約
社
員

・
嘱
託
、
い
ず
れ
も
男
性
の
方
が
多
い
が
差
が
大
き
い
訳
で
は
な
い
。
図
１
で
は

正
規
の
職
員
・
従
業
員
に
つ
い
て
表
し
た
。
た
だ
、
パ
ー
ト
に
つ
い
て
は
男
女
に

差
が
み
ら
れ
る
（
図
２
）。

２

子
育
て
世
代
の
長
す
ぎ
る
労
働
時
間

さ
ら
に
、
注
意
深
く
労
働
時
間
ご
と
に
見
る
と
、
さ
ら
に
労
働
時
間
が
長
く
な

っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
（
図
３
）。
正
規
雇
用
者
の
男
性
の
一
六
・
九
％
、
女

性
の
七
・
五
％
が
週
六
〇
時
間
以
上
働
い
て
い
る
。
そ
し
て
子
育
て
世
代
の
労
働

時
間
が
長
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
パ
ー
ト
女
性
の
約
四
割
が
実
質
週
三
五
時
間

以
上
働
い
て
い
る
。

本
業
の
ふ
だ
ん
の
週
間
労
働
時
間
が
四
二
時
間
以
下
の
正
規
職
員
は
、
女
性
で

二
人
に
一
人
、
男
性
で
三
人
に
一
人
に
す
ぎ
な
い
（
図
３
）。

労
働
時
間
が
比
較
的
短
い
と
さ
れ
る
パ
ー
ト
労
働
者
で
も
、
約
三
七
％
の
女
性

図３ 性別、正規の職員・従業員の就業時間（２０１２）

出所）総務省統計局「労働力調査年報」より作成。



29 生活時間における夫婦の不平等性とそれがＴＦＲに与える影響

が
、
ふ
だ
ん
三
五
時
間
以
上
働
く
「
擬
似
パ
ー（

９
）ト」

で
あ
る
。

な
お
、
本
業
の
賃
金
が
低
い
た
め
に
ダ
ブ
ル
・
ワ
ー
ク
や
ト
リ

プ
ル
・
ワ
ー
ク
と
二
つ
以
上
の
仕
事
を
掛
け
持
ち
し
て
な
ん
と

か
生
計
を
た
て
る
複
数
就
業
者
も
い（

１０
）る。

さ
ら
に
年
間
二
五
〇
日
以
上
就
業
す
る
正
規
雇
用
者
に
限
定

す
る
と
、
男
性
の
二
五
％
以
上
が
週
六
〇
時
間
を
超
え
て
い
る

（
図
４
）。
こ
れ
は
、
土
日
、
祝
日
を
除
い
て
年
次
有
給
休
暇
を

と
ら
ず
、
過
労
死
認
定
基
準
を
超
え
る
ほ
ど
の
働
き
方
で
あ
る
。

週
六
〇
時
間
以
上
就
労
す
る
正
規
雇
用
者
の
割
合
を
見
て
み

る
と
、
男
性
で
は
初
婚
年
齢
か
ら
子
育
て
期
の
三
〇
代
で
多
く

な
り
、
女
性
は
こ
の
年
代
で
減
少
し
て
い
る
。

３

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
状
況

な
お
、
労
働
者
が
心
身
の
疲
労
を
回
復
さ
せ
労
働
力
を
維
持

す
る
に
は
、
休
日
・
休
暇
の
取
得
が
必
要
で
あ
る
。
取
得
率
は
、

バ
ブ
ル
景
気
の
初
め
の
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
低
下
し
、

三
〇
〜
九
九
人
規
模
企
業
は
二
〇
一
二
年
に
は
四
〇
％
に
ま
で

落
ち
込
ん
だ
と
い
う
状
況
で
あ（

１１
）る（

注
の
参
考
表
１
、２
参
照
）。

図４ 性別、パートの就業時間（２０１２）

出所）総務省統計局「労働力調査年報」より作成。
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以
上
、
労
働
時
間
は
全
体
的
に
短
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
ケ
ー
ス
ご
と
に
見
る
と
長
す
ぎ
る
例
も
あ
る
。
特
に
出
産
か
ら
子
育
て
期

間
に
当
た
る
三
〇
代
か
ら
四
〇
代
前
半
に
か
け
て
長
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
年
次
休
暇
数
の
取
得
率
は
減
少
し
つ
つ
あ
り
、
育
児
休

業
取
得
割
合
も
低
下
し
つ
つ
あ
る
。
従
っ
て
よ
り
長
く
働
い
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
休
暇
日
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

Ⅱ

夫
婦
の
生
活
時
間
と
Ｔ
Ｆ
Ｒ
の
関
係

こ
こ
で
は
、
夫
婦
間
の
平
等
・
不
平
等
が
Ｔ
Ｆ
Ｒ
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
Ｔ
Ｆ
Ｒ
上
昇
の
た
め

に
は
、
夫
婦
と
も
に
一
定
以
上
共
通
に
長
い
睡
眠
時
間
が
な
け
れ
ば
、
Ｔ
Ｆ
Ｒ
は
上
が
ら
な
い
こ
と
を
仮
説
と
し
て
進
め
る
。

Ａ
と
し
て
夫
妻
（
有
業
者
）
の
睡
眠
と
生
理
と
Ｔ
Ｆ
Ｒ
の
関
係
を
概
観
す
る
。
１
都
道
府
県
別
に
、
２
夫
婦
の
平
均
睡
眠
時
間
と
の
関

係
、
３
夫
婦
の
休
養
・
く
つ
ろ
ぎ
の
乖
離
と
の
関
係
か
ら
Ｔ
Ｆ
Ｒ
を
見
て
み
る
。

Ｂ
と
し
て
出
生
率
を
回
復
さ
せ
る
労
働
時
間
と
く
つ
ろ
ぎ
・
休
養
、
睡
眠
時
間
の
許
容
範
囲
を
考
察
す
る
。

Ａ

夫
婦
の
睡
眠
時
間
、
生
理
的
時
間
と
Ｔ
Ｆ
Ｒ
の
関
係

夫
と
妻
の
生
理
（
生
理
は
休
養
・
睡
眠
・
く
つ
ろ
ぎ
を
指
し
以
下
生
理
で
記
述
）
と
睡
眠
の
共
有
時
間
が
合
計
特
殊
出
生
率
と
ど
の
よ

う
な
関
係
に
あ
る
の
か
を
都
道
府
県
別
に
見
て
み
よ
う
。

都
道
府
県
別
生
活
時
間
デ
ー
タ
を
用
い
る
理
由
は
、

〇
各
休
養
・
睡
眠
・
く
つ
ろ
ぎ
の
デ
ー
タ
が
あ
る
こ
と
、
別
に
都
道
府
県
別
生
活
時
間
の
Ｔ
Ｆ
Ｒ
の
デ
ー
タ
も
あ
る
こ
と
、

〇
こ
の
二
種
類
の
都
道
府
県
別
デ
ー
タ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
よ
り
詳
細
に
、
実
際
の
状
況
に
、
よ
り
近
い
形
に
分
析
で
き
る
よ
う
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図
５
都
道
府
県
別
生
活
時
間
と
TFRに

関
す
る
基
礎
デ
ー
タ

出
所
）「
平
成
２３年

社
会
生
活
基
本
調
査
」
調
査
票
生
活
時
間
編
（
地
域
）
第
２
表
、
男
女
共
同
参
画
統
計
研
究
会（
２０１５）『

男
女
共
同
参
画
統
計
デ
ー

タ
―
日
本
の
女
性
と
男
性
―
２０１５』

表
６
―
９
を
も
と
に
作
成
。
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に
な
る
。
そ
の
た
め
、
都
道
府
県
別
デ
ー
タ
を
用
い
る
。

ま
ず
、
夫
婦
の
生
理
の
時
間
や
睡
眠
時
間
に
よ
っ
て
出
生
率
が
い
か

に
違
う
の
か
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

１

都
道
府
県
別
生
活
時
間
と
Ｔ
Ｆ
Ｒ

図
５
の
棒
グ
ラ
フ
は
都
道
府
県
別
に
生
活
時
間
（
生（

１２
）理、

睡
眠
）
を

見
た
も
の
で
、
折
れ
線
グ
ラ
フ
は
都
道
府
県
別
、
Ｔ
Ｆ
Ｒ
の
数
値
を
示

し
た
も
の
で
る
。
折
れ
線
グ
ラ
フ
の
高
さ
は
、
概
し
て
西
高
東
低
に
見

え
る
。
す
な
わ
ち
宮
城
や
秋
田
等
東
北
は
低
く
、
宮
崎
や
沖
縄
は
高
く

な
っ
て
い
る
。
（
東
京
や
福
井
、
島
根
な
ど
は
そ
の
傾
向
か
ら
外
れ
る

が
…
）。

２

夫
婦
の
平
均
睡
眠
時
間
と
Ｔ
Ｆ
Ｒ
の
関
係

次
に
、
夫
と
妻
の
平
均
睡
眠
時
間
と
Ｔ
Ｆ
Ｒ
の
関
係
を
調
べ
、
夫
と

妻
の
平
均
睡
眠
時
間
が
Ｔ
Ｆ
Ｒ
に
与
え
る
影
響
を
見
て
み
る
。

図
６
は
、
（
他
の
要
因
を
一
定
に
し
て
）
夫
と
妻
の
平
均
睡
眠
時
間

が
合
計
特
殊
出
生
率
に
与
え
る
影
響
を
分
析
し
た
結
果
で
あ
る
。
横
軸

は
（
妻
＋
夫
）
／
二
で
求
め
た
夫
と
妻
の
平
均
睡
眠
時（

１３
）間を

、
縦
は
Ｔ

図６ TFRと夫婦（二人）の平均睡眠の長さ（時間）の関係

出所）「平成２３年社会生活基本調査」調査票生活時間編（地域）第２表、男女共同参
画統計研究会（２０１５）『男女共同参画統計データ―日本の女性と男性―２０１５』表
６―９をもとに作成。
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Ｆ
Ｒ
を
示
し
た
。
分
析
の
結
果
、

Y
=
0.194x+

0.103

R
2=
0.31

と
い
う
結
果
を
得
た
。
こ
れ
が
意
味
す
る
こ
と
は
、
夫
婦
二
人
の
平
均
睡
眠
時
間
が
（
六
・
七
時
間
か
ら
七
・
四
時
間
の
間
で
）
一
時

間
長
く
な
る
と
、
Ｔ
Ｆ
Ｒ
が
〇
・
一
九
上
昇
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
の
起
こ
り
そ
う
な
確
率
約
三
一
％
と
し
て
与
え
ら
れ
る
。

３

夫
婦
の
休
養
・
く
つ
ろ
ぎ
の
差
と
Ｔ
Ｆ
Ｒ
の
関
係

休
養
と
く
つ
ろ
ぎ
の
観
点
か
ら
は
ど
う
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
よ
り
共
通
に
時
間
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
夫
婦
の

休
養
・
く
つ
ろ
ぎ
の
乖
離
時
間
（
妻
マ
イ
ナ
ス
夫
の
時
間
）
を
算
出
し
、
（
そ
の
時
間
の
差
が
他
の
値
を
一
定
と
す
れ
ば
）、
Ｔ
Ｆ
Ｒ
に

ど
の
く
ら
い
影
響
与
え
る
の
か
を
分
析
す
る
。

妻
と
夫
の
「
休
養
・
く
つ
ろ
ぎ
」
時
間
に
つ
い
て
差
が
あ
る
場
合
、
そ
の
差
（
妻
の
時
間
マ
イ
ナ
ス
夫
の
時
間
）
と
Ｔ
Ｆ
Ｒ
の
関
係
を

回
帰
分
析
し
た
（
図
７
）。
そ
の
結
果
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
①
Ｔ
Ｆ
Ｒ
が
あ
る
一
定
の
値
（
一
・
四
四
八
）
と
な
る
た
め
に
は
、
夫
婦

に
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
（
差
が
あ
る
と
Ｔ
Ｆ
Ｒ
は
縦
軸
よ
り
右
へ
移
り
Ｔ
Ｆ
Ｒ
は
減
少
す
る
）、
②
予
測
線
上
右
か
ら
左
へ
移

り
、
夫
と
妻
が
ほ
ぼ
イ
コ
ー
ル
に
な
る
と
（
Ⅹ
軸＝

〇
）
Ｔ
Ｆ
Ｒ
は
一
・
四
四
八
を
示
す
。
さ
ら
に
左
へ
移
っ
て
（
図
７
中
左
上
）
夫
の

方
が
長
い
ケ
ー
ス
で
は
、
Ｔ
Ｆ
Ｒ
は
一
・
四
四
八
を
わ
ず
か
に
超
え
て
い
る
。
③
そ
れ
以
上
に
Ⅹ
軸
を
右
に
進
む
と
、
つ
ま
り
妻
と
夫
の

休
養
・
く
つ
ろ
ぎ
の
差
が
妻
の
方
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
Ｔ
Ｆ
Ｒ
は
減
少
す
る
と
い
う
結
果
を
得
た
。

す
な
わ
ち
、
妻
の
休
養
・
く
つ
ろ
ぎ
時
間
が
長
く
な
っ
て
も
、
夫
の
時
間
と
同
じ
程
度
に
長
く
な
ら
な
い
場
合
、
Ｔ
Ｆ
Ｒ
は
減
少
す
る
。

同
じ
長
さ
か
あ
る
い
は
そ
れ
と
と
も
に
夫
が
少
し
長
い
場
合
に
Ｔ
Ｆ
Ｒ
は
上
昇
す
る
。
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図７ TFRと休養、くつろぎ等の妻・夫の差との関係

出所）「平成２３年社会生活基本調査」調査票生活時間編（地域）第２表、男女共同参
画統計研究会（２０１５）『男女共同参画統計データ―日本の女性と男性―２０１５』表
６―９をもとに作成。

図８ 平日・日曜日別の総平均時間

出所）男女共同参画統計研究会（２０１５），図６―１引用。
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Ｂ

Ｔ
Ｆ
Ｒ
上
昇
の
た
め
の
、
労
働
と
く
つ
ろ
ぎ
・
休
養
の
時
間
的
条
件

子
育
て
期
の
夫
婦
の
生
活
時
間
の
う
ち
生
理
的
生
活
時
間
（
睡
眠
時
間
＋
く
つ
ろ
ぎ

時
間
）
と
収
入
労
働
時
間
を
中
心
に
比
較
す
る
と
、
睡
眠
は
、
す
べ
て
の
都
道
府
県
に

お
い
て
男
性
よ
り
も
女
性
の
方
が
短
い
。
収
入
労
働
時
間
は
大
都
市
圏
の
男
性
の
方
が

長
い
傾
向
に
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
か
ら
は
生
理
的
時
間
を
く
つ
ろ
ぎ
プ
ラ
ス
休
養
時
間

だ
け
で
は
な
く
、
睡
眠
時
間
を
加
え
た
も
の
と
し
て
考
察
す
る
。

平
日
で
、
収
入
労
働
時
間
／
（
週
間
）
が
長
く
な
る
に
つ
れ
て
、
男
女
と
も
に
特
に

生
理
的
生
活
時
間
と
社
会
的
文
化
的
活
動
時
間
は
短
く
な
っ
て
い
る
（
図
８
）。

図
７
の
結
果
、
収
入
労
働
時
間
が
長
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
く
つ
ろ
ぎ
」
時
間

を
短
く
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
言
え
た（
３
。参
照
）。
Ｔ
Ｆ
Ｒ
上
昇
の
為
に
は
、
夫

婦
の
睡
眠
時
間
が
長
く
、
夫
婦
の
休
養
・
く
つ
ろ
ぎ
時
間
に
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
結
論
を
別
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
夫
婦
の
睡
眠
時
間
の
差
、
夫
婦
の
休
養
・
く

つ
ろ
ぎ
時
間
の
差
は
ど
こ
ま
で
許
容
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
デ
ー
タ
よ
り
推
定
し
て

み
よ
う
。

表
２
は
、
労
働
時
間
を
変
化
さ
せ
た
と
き
、
生
理
的
時
間
（
く
つ
ろ
ぎ
、
療
養
時
間
、

睡
眠
時
間
）
が
ど
う
変
化
す
る
の
か
を
推
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
夫
婦
別
に
労
働
時
間

を
増
減
さ
せ
た
時
（
表
２
「
１
日
の
労
働
時
間
」
の
行
を
左
右
に
目
を
移
す
と
）、
く

１５
１．９６

注）２４時間―収入労働時間―家事労働時間（０．２４）―社会文化的時間（４．１２）―身
の回りの用事・食事・受診・旅費（２．２７）＝２４－７．０４―収入労働時間、（２０１１
年平日）。

１４
２．９６

１３
３．９６

１２
４．９６

１１
５．９６

１０
６．９６

９
７．９６

夫＞妻の場合の夫の生理的時間

８
８．９６

７
９．９６

６
１０．９６

夫
５

１１．９６
１日の労働時間

生理的時間（くつろぎ・睡眠）

１５
―

注）２４時間―収入労働時間―家事労働時間（３．４５）―社会文化的時間（４．２１）―身
の回りの用事・食事・受診・旅費（２．６８）＝２４－１０．３４―収入労働時間、（２０１１
年平日）。

１４
―

１３
０．６６

１２
１．６６

１１
２．６６

１０
３．６６

９
４．６６

妻＞夫の場合の妻の生理的時間

８
５．６６

７
６．６６

６
７．６６

妻
５

８．６６

１日の労働時間

生理的時間（くつろぎ・睡眠）

表２ TFR上昇のための、労働とくつろぎ・睡眠時間の組み合せ条件

出所） 男女共同参画統計研究会（２０１５）表６―１をもとに作成。
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つ
ろ
ぎ
時
間
＋
休
養
時
間
＋
睡
眠
時
間
が
ど
う
変

わ
る
の
か
を
推
計
し
た
。

表
３
は
、
表
２
で
求
め
た
生
理
的
時
間
（
睡
眠

＋
く
つ
ろ
ぎ
時
間
＋
睡
眠
時
間
）
が
、
夫
婦
の
生

理
的
時
間
が
変
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
夫
婦
時

間
の
差
は
ど
う
う
な
る
の
か
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
夫
婦
間
の
差
は
、
「
妻
の
生
理
的
時
間
」
マ

イ
ナ
ス
「
夫
の
生
理
的
時
間
」
と
し
て
計
算
し
た
。

こ
の
結
果
を
「
図
７

Ｔ
Ｆ
Ｒ
と
生
理
的
時
間

の
妻
・
夫
の
差
と
の
関
係
」
で
求
め
た
式
に
代
入

し
た
結
果
を
図
９
で
表
し
た
。
こ
こ
で
は
妻
の
生

理
的
時
間
（
睡
眠
＋
く
つ
ろ
ぎ
＋
休
養
）
が
八
・

六
六
時
間
の
時
に
限
っ
て
、
夫
の
生
理
的
時
間
が

一
一
・
九
六
か
ら
四
・
九
六
時
間
に
変
化
し
た
と

き
の
差
か
ら
Ｔ
Ｆ
Ｒ
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
表

３
か
ら
「
妻
の
生
理
的
時
間
」
マ
イ
ナ
ス
「
夫
の

生
理
的
時
間
」
が
プ
ラ
ス
の
方
へ
動
け
ば
、
Ｔ
Ｆ

Ｒ
は
減
少
す
る
が
マ
イ
ナ
ス
の
方
へ
動
け
ば
Ｔ
Ｆ

４．９６
４．３
３．３
２．３
１．３
－０．３

５．９６
３．３
２．３
１．３
－０．３
－１．３

６．９６
２．３
１．３
－０．３
－１．３
－２．３

７．９６
１．３
－０．３
－１．３
－２．３
－３．３

８．９６
－０．３
－１．３
－２．３
－３．３
－４．３

９．９６
－１．３
－２．３
－３．３
－４．３
－５．３

１０．９６
－２．３
－３．３
－４．３
－５．３
－６．３

１１．９６
－３．３
－４．３
－５．３
－６．３
－７．３

夫の生理（睡眠＋くつろぎ）時間が
の場合、差
の場合、差
の場合、差
の場合、差
の場合、差

８．６６
７．６６
６．６６
５．６６
４．６６

妻の生理
（睡眠＋
くつろぎ）
時間が

表３

出所）男女共同参画統計研究会（２０１５）表６―１をもとに作成。

図９ 夫婦の時間差によるTFR

出所）男女共同参画統計研究会（２０１５）表６―１をもとに作成。
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Ｒ
は
増
加
す
る
傾
向
が
あ
る
。

【
仮
説
の
検
証
】

仮
説
が
真
か
ど
う
か
検
証
し
て
み
よ
う
。
Ｔ
Ｆ
Ｒ
が
上
昇
す
る
た
め
に
は
、
仮
説
ど
お
り
夫
婦
の
平
均
睡
眠
時
間
が
あ
る
程
度
長
い
こ

と
が
必
要
で
あ
る
（
図
６
）。
こ
れ
を
「
休
養
・
く
つ
ろ
ぎ
・
睡
眠
」
と
「
Ｔ
Ｆ
Ｒ
」
の
観
点
を
含
め
て
調
べ
る
と
、
夫
婦
に
そ
の
時
間

の
差
が
あ
る
場
合
、
Ｔ
Ｆ
Ｒ
が
減
少
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
（
図
７
）。
す
な
わ
ち
、
睡
眠
と
く
つ
ろ
ぎ
、
休
養
に
は
、
夫
婦
共
通
に
な

る
一
定
時
間
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
か
つ
夫
に
や
や
長
い
時
間
が
与
え
ら
れ
た
場
合
、
Ｔ
Ｆ
Ｒ
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

以
上
か
ら
、
妻
と
夫
の
休
養
・
く
つ
ろ
ぎ
の
時
間
に
つ
い
て
、
睡
眠
時
間
は
、
夫
と
妻
の
睡
眠
時
間
を
足
し
て
二
で
割
っ
た
値
で
（
二

人
揃
っ
て
寝
室
で
休
む
こ
と
を
意
味
す
る
が
）、
夫
と
妻
共
有
の
時
間
が
あ
る
程
度
長
く
な
け
れ
ば
（
例
え
ば
Ｔ
Ｆ
Ｒ
が
一
・
四
八
と
な

る
た
め
に
は
夫
婦
共
の
睡
眠
時
間
は
七
・
一
時
間
以
上
で
あ
る
）
な
ら
な
い
（
Ⅱ
参
照
、
図
６
）。
夫
の
睡
眠
時
間
が
長
く
、
か
つ
、
夫

婦
の
休
養
・
く
つ
ろ
ぎ
時
間
に
差
が
な
い
場
合
（
Ⅱ
参
照
、
図
７
左
上
部
分
）、
Ｔ
Ｆ
Ｒ
は
上
昇
傾
向
を
示
し
、
一
・
四
四
八
以
上
を
保

つ
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

逆
に
、
夫
婦
一
方
の
睡
眠
時
間
が
長
く
て
も
、
睡
眠
、
休
養
・
く
つ
ろ
ぎ
時
間
に
差
が
あ
り
、
同
じ
程
度
に
長
く
な
い
場
合
、
Ｔ
Ｆ
Ｒ

は
減
少
す
る
。
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結

論

先
行
研
究
の
提
言
の
特
徴
は
、
夫
婦
間
の
役
割
分
担
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
を
生
活
時
間
に
お
い
て
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
夫
婦
の
生
活
時
間
に
お
け
る
差
の
程
度
は
、
概
し

て
、
三
つ
に
分
類
で
き
る
。
①
「
男
性
の
方
が
女
性
よ
り
多
い
」、
②
「
同
程
度
だ
が
、
男
性
の
方
が
女
性
よ
り
や
や
多
い
」「
同
程
度
だ

が
、
女
性
の
方
が
男
性
よ
り
や
や
多
い
」、
③
「
女
性
の
方
が
男
性
よ
り
多
い
」
で
あ
る
。

①
「
男
性
の
方
が
女
性
よ
り
多
い
」
に
分
類
さ
れ
る
の
は
、
収
入
労
働
時
間
で
、
逆
に
②
「
女
性
の
方
が
男
性
よ
り
多
い
」
に
は
、
家

事
や
育
児
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
同
程
度
の
区
分
に
は
、
「
睡
眠
時
間
」「
く
つ
ろ
ぎ
・
休
養
」「
学
業
な
ど
の
社
会
文
化
的
活
動
」「
テ

レ
ビ
・
新
聞
・
趣
味
・
娯
楽
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
と
③
を
考
え
た
場
合
、
収
入
労
働
と
家
事
や
育
児
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
す
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
が
今
な
お
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
夫
婦
の
生
活
に
お
け
る
バ
ラ
ン
ス
・
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
三
つ
に
分
け
ら
れ
、
一
筋
縄
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
。

②
の
夫
婦
の
生
活
時
間
が
比
較
的
平
等
な
休
養
・
く
つ
ろ
ぎ
・
睡
眠
に
つ
い
て
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
夫
婦
の
平
均
睡
眠
時
間
が
あ
る
程

度
長
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
「
休
養
・
く
つ
ろ
ぎ
・
睡
眠
」
と
「
Ｔ
Ｆ
Ｒ
」
の
観
点
か
ら
、
夫
婦
に
そ
の
時
間
の
差
が
あ
る
と
、

Ｔ
Ｆ
Ｒ
が
減
少
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

夫
婦
共
通
の
睡
眠
の
長
さ
、
夫
婦
共
通
の
休
養
、
く
つ
ろ
ぎ
の
長
さ
は
幸
い
同
等
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
に
差
が
出
な
い
よ
う
な
勤
務
体

制
が
必
要
で
あ
る
。
週
六
〇
時
間
以
上
の
勤
務
、
子
育
て
期
間
中
の
長
い
労
働
時
間
に
つ
い
て
は
対
応
策
が
必
要
と
な
る
。

以
後
の
研
究
課
題
と
し
て
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
い
の
も
事
実
だ
が
、
多
く
の
夫
婦
は
、
そ
の
関
係
を
続
け
て
い
る
こ
と
も
事
実
。
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夫
婦
は
役
割
分
担
、
特
に
「
収
入
労
働
時
間
」
と
「
育
児
や
家
事
」
に
つ
い
て
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、
本
音
で
は
、
ど
う
捉
え
ど

う
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
立
場
を
も
と
に
い
く
つ
か
の
仮
説
を
立
て
、
直
に
各
夫
婦
に
尋
ね
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
す
る
必
要
性
が
あ
る
。

特
に
、
現
実
、
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
、
す
な
わ
ち
、

①

生
活
が
夫
（
妻
）
の
収
入
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

②

家
事
・
育
児
は
妻
（
夫
）
の
無
償
労
働
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
、

夫
婦
関
係
を
よ
く
す
る
た
め
に
、
①
②
を
含
め
、

③
現
状
、
何
を
ど
の
く
ら
い
補
完
し
合
っ
て
い
る
の
か
、

④
何
を
補
完
し
合
う
こ
と
に
な
れ
ば
相
手
を
さ
ら
に
評
価
で
き
る
の
か
、

ま
た
、
ど
の
く
ら
い
妻
（
夫
）
を
好
き
な
の
か
と
い
う
「
気
持
ち
を
含
め
た
」
ア
ン
ケ
ー
ト
も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
結
果
か
ら
ど
の
く
ら

い
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
も
気
に
な
ら
な
い
の
か
（
我
慢
で
き
る
の
か
）
と
い
う
こ
と
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
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【
注
】

（
１
）
収
入
労
働
に
要
す
る
時
間
を
こ
こ
で
は
「
収
入
労
働
時
間
」
と
し
た
。

（
２
）
家
事
労
働
に
要
す
る
時
間
を
こ
こ
で
は
「
家
事
労
働
時
間
」
と
し
た
。

（
３
）
「
休
養
・
く
つ
ろ
ぎ
」「
受
診
・
療
養
」
を
生
理
的
に
必
要
な
活
動
に
要
す
る
時
間
を
こ
こ
で
は
「
生
理
的
時
間
」
と
し
た
。

（
４
）
学
業
の
時
間
を
こ
こ
で
は
社
会
文
化
的
時
間
と
し
た
。

（
５
）
①
の
二
前
後
に
は
収
入
労
働
時
間
が
当
て
は
ま
り
、
夫
が
妻
よ
り
も
収
入
労
働
時
間
を
二
倍
働
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
③
の
〇
〜
〇
・
一
は

育
児
や
家
事
時
間
が
当
て
は
ま
り
、
妻
が
夫
よ
り
も
（
二
倍
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
）
か
な
り
の
時
間
を
育
児
や
家
事
に
費
や
し
て
い
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
。
②
の
一
前
後
は
、
「
生
理
的
時
間
」「
社
会
的
文
化
的
活
動
時
間
」
区
分
に
入
る
「
睡
眠
時
間
」「
休
養
・
く
つ
ろ
ぎ
」「
学
業
な
ど

の
社
会
文
化
的
活
動
」「
テ
レ
ビ
・
新
聞
・
趣
味
・
娯
楽
」
な
ど
で
あ
っ
た
。
（
平
日
は
）
こ
れ
ら
②
に
つ
い
て
夫
婦
に
大
き
な
差
は
見
ら
れ
な
い
。

（
６
）
休
養
・
く
つ
ろ
ぎ
、
受
診
・
療
養
。

（
７
）
学
業
。

（
８
）
具
体
的
に
は
、
家
事
労
働
（
家
事
・
育
児
・
買
い
物
等
）
が
平
日
に
比
べ
て
日
曜
日
に
何
倍
に
な
る
か
を
見
る
と
、
週
間
就
業
時
間
三
五
時
間
未

満
の
場
合
は
女
性
で
一
・
三
倍
（
二
一
五
分
か
ら
二
八
四
分
）、
男
性
で
二
・
六
倍
（
二
七
分
か
ら
七
一
分
）
で
あ
り
、
週
間
就
業
時
間
六
〇
時
間

以
上
の
場
合
は
女
性
で
三
・
〇
倍
（
七
〇
分
か
ら
二
一
三
分
）、
男
性
で
は
一
三
・
四
倍
（
九
分
か
ら
一
二
一
分
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
平
日

に
で
き
な
い
分
の
家
事
労
働
を
日
曜
日
に
行
っ
て
い
る
状
況
を
示
し
て
い
る
（
男
女
共
同
参
画
統
計
研
究
会
、
二
〇
一
五
）。

（
９
）
「
パ
ー
ト
（
部
分
）」で
働
く
者
で
あ
る
か
ら
短
時
間
勤
務
の
労
働
者
を
指
す
の
で
あ
る
と
い
う
原
則
は
明
ら
か
で
あ
っ
て
も
、
実
際
に
は
、
「
パ
ー

ト
」
あ
る
い
は
「
臨
時
社
員
」
等
の
呼
称
を
受
け
な
が
ら
、
正
規
従
業
員
と
全
く
同
じ
時
間
就
労
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
全
く
同
じ
業
務
に
つ
い
て

い
る
労
働
者
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
労
働
者
を
「
疑
似
パ
ー
ト
」
と
い
う
。

（
１０
）
非
正
規
社
員
や
母
子
家
庭
の
場
合
収
入
が
少
な
い
た
め
、
二
つ
以
上
の
仕
事
を
持
つ
場
合
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
１１
）
詳
述
す
る
と
、
二
〇
一
二
年
度
に
完
全
週
休
二
日
制
が
適
用
さ
れ
た
労
働
者
は
六
一
％
、
完
全
週
休
二
日
制
よ
り
休
日
日
数
が
実
質
的
に
は
少
な

い
制
度
も
含
め
た
「
何
ら
か
の
週
休
二
日
制
」
が
適
用
さ
れ
る
労
働
者
は
八
八
％
と
低
か
っ
た
。
年
次
有
給
休
暇
は
、
平
均
付
与
日
数
一
八
・
三
日

に
対
し
取
得
日
数
は
八
・
六
日
と
低
か
っ
た
。

出
産
後
の
育
児
休
暇
は
、
新
た
に
子
供
を
持
つ
か
ど
う
か
を
大
き
く
左
右
す
る
。
育
児
関
連
制
度
の
利
用
は
、
正
規
雇
用
の
女
性
に
多
く
、
男
性

と
非
正
規
雇
用
者
で
は
少
な
い
。
ま
た
、
三
〇
人
以
上
事
業
所
規
模
に
お
い
て
在
職
中
に
出
産
し
た
女
性
ま
た
は
配
偶
者
が
出
産
し
た
者
に
占
め
る

育
児
休
業
取
得
者
の
割
合
を
み
る
と
、
女
性
で
は
二
〇
〇
八
年
の
九
〇
・
六
％
を
ピ
ー
ク
に
低
下
し
て
二
〇
一
三
年
度
に
八
三
・
〇
％
、
有
期
契
約
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労
働
者
で
も
六
九
・
八
％
に
落
ち
込
ん
だ
。
男
性
の
場
合
、
育
休
を
取
得
し
た
と
し
て
も
そ
の
期
間
は
短
い
。

参考表１ 年次有給休暇の取得率と取得者数

出所）男女共同参画統計研究会（２０１５）『男女共同参画統計データ ―日本の女
性と男性―２０１５』表４―引用。

参考表２ 性別育児休業取得者割合の推移（１９９３～２０１３年）

出所）男女共同参画統計研究会（２０１５）『男女共同参画統計データ ―日本の女
性と男性―２０１５』表４―１１引用。

（
１２
）
休
養
・
く
つ
ろ
ぎ

（
１３
）
「
二
人
そ
ろ
っ
て
」
の
意
味
と
強
調
す
る
た
め
（
妻
＋
夫
）／
２
と
表
記
し
た
。


